平成２１年８月２１日
被保険者のみなさま
ポーラ･オルビスグループ健康保険組合
【急遽のお知らせとお願い】

新型インフルエンザ流行に備えたマスク等の配布予定と感染予防について
●１．急速に拡大する新型インフルエンザ感染　
国内での新型インフルエンザは、８月初旬時点で推定約６万人が感染したとされ、本来季節外れの夏にも拘わらず､ヒトが免疫を持たない中､想定を超えた急速なスピードで拡大が続いています。

国内でも数名の死者が発生し、また感染した幼児がタミフルを服用したにも関わらず重体との報道も出ており、学校等の夏休み明けの９月にはさらに感染が増大することも予想されます。
こうした状況下、８月１９日、急遽厚生労働大臣から、「本格的流行入り」の事実上の流行宣言がなされると同時に、国民に注意喚起と「感染は自分で止める」自己防衛が呼びかけられました。

●２．マスク他 感染予防用品を無償配布します。（不足分は家庭で調達を）
　　　健保組合では、秋冬の流行シーズンにこのような事態になることを想定し、被保険者のみなさまの感染防止のために、下記の対策用品の調達を進めてまいりましたが、入荷時期の目途がつきつつありますのでその内容をお知らせします。
　　　◆１）マスク（１人６０枚入一箱）･･･（★配布10月中旬予定）※一つの流行の波の期間と言われる２ヶ月分

　　　◆２）衛生対策セット　･･･　　　　　（★配布9月末～10月初旬予定）

（内訳）　①手指消毒用アルコール（家庭用300mlと携帯用80ml）

　　　　　　　　　　　②うがい薬（30ml）　③マスク３枚セット　

　　　　（詳細は追ってお知らせします。配布時期は多少前後する可能性があります。）
【お願い】　不足分は家庭で備蓄を･･･

配布するマスクは被保険者本人1人の2ヶ月分で､家族分まで数に含まれていません。

また配布時期を待たず、今後9月に入ってさらに感染拡大のスピードが増していく懸念もあります。現在のご家庭での備蓄や健保の配布だけでなく、さらに追加が必要と考えるものは、薬店などの在庫がなくならないうちに各自で揃えるようにしてください。
（今回配布予定の１人６０枚ﾊﾟｯｹｰｼﾞのような大量備蓄用のマスクは、今注文しても入荷は３～６ヶ月後という品薄状況です。現在、ﾄﾞﾗｯｸﾞｽﾄｱやｺﾝﾋﾞﾆで売られている一般小売用も今後品薄になることを予想しておいたほうがよいでしょう）
●３．インフルエンザ予防接種への補助を検討中です。（一部個人負担あり）
　　　予防接種は感染症の罹患防止のための強力な防衛手段です。今年はワクチン（季節性・新型共）が確保できるかまだ流動的で不確実ですが、見通しが定まればインフルエンザ予防接種費用に対しての個人補助を行うことを予定しています。（詳細はワクチン動向が定まり次第ご案内します。）

●４．１人１人が感染予防習慣をきっちり実行しましょう。　
新型ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞの予防にも季節性の予防習慣が有効です。以下の事を今から習慣化しましょう。

1 手洗い、うがいの励行。（手洗いは丁寧に３０秒）※健保HP「新型インフル予防と対策」ｐ３参照
2 エチケットとしてマスクの着用を。（症状のある方は特に。）

3 室内の換気を行いましょう。乾燥に注意し適度な加湿も。

④不要不急時以外なるべく人混みに入らない。（人混みではマスク着用を。但し万全な手段ではありません）

⑤十分な休養､睡眠､バランスの取れた食事で抵抗力を維持しましょう。

◆３７．８度以上の発熱があった場合、速やかに医師の診断をお受け下さい。

●５．＜ご注意＞　糖尿病･呼吸器疾患などがある方へ。　
　　　糖尿病・呼吸器疾患（喘息、肺気腫など）がある方が新型インフルエンザにかかると重症化しやすいので、医師の指示を守りこれら慢性疾患のコントロールを普段以上に厳重に行ってください。

★状況が変化する中、各自で最新の情報入手に留意され、一人ひとりが感染予防対策をとりましょう。
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